教科指導実践演習Ｂ 2016
１．科目区分　　　共通必修科目

２．クラス　　　　１クラス

３．担当教員　　　栗栖、浅井

４．授業の概要
「教科指導の理論と課題」の学びを踏まえ、自身の授業実践上の課題や校内の授業改善の課題について、フィールドワークや模擬授業・グループワークにより課題解決の方策を探る。フィールドワークは、言語活動の充実・共同的な学習・通常学級における特別支援など、授業改善のポイントとされる課題について研究を進めている学校を予定している。フィールドワークでの学びを生かし、受講生全員が「模擬授業」を行い、グループワーク・全体討論により自身の「授業改善案」を作成する。　

５．授業の到達目標
・フィールドワーク校の研究課題・理論・実践について整理することができる。

・改善の視点を定めた模擬授業を行い、省察を行うことができる。

・自身の授業実践上の課題や校内の授業改善の課題を明らかにし、理論に基づいた改善案を作成することができる。

６．授業計画
１、担当教員紹介、授業予定と評価方法について　10/６　
授業予定と評価方法について説明する。（10,10,20）
自身の授業実践上の課題や校内での授業改善の課題を出し合い、演習の課題を明確にしていく（名前，校種，教科，自己の課題）。（30分）
　次週に行われるFWについての概要を説明する。（20分）
２、３、ＦW　10/13
　下鳥羽小学校の社会科の授業を参観し、小学校の教科授業のあり方について学ぶ。

　受講生はHP上にアップしてある「ＦW振り返りシート」をFW当日中に書き上げること。フィールドノートは24時間以内にまとめることが望ましい。

４、ＦWの振り返り　10/20
グループに分かれ、FWの振り返りを行う。
５、模擬授業の準備　10/27
「模擬授業の進め方」を確認する。グループ分けを行う。

「指導案の書き方」　

６、模擬授業１　11/10
３人が模擬授業を行う。他の受講生は子ども役と観察役をつとめる。教師役は教材研究と模擬授業について，子ども役は模擬授業の対象学年の発達段階の子どもがつまずきやすいところについて、そして観察役は授業コミュニケーションの分析を担当し，事後に振り返りを行う。担当教員２人は，それぞれの立場からコメントする。教師役はHP上にアップしてある「模擬授業振り返りレポート」を当日中に書き上げ、次週までに提出すること。
７、模擬授業２　11/17　　
８、模擬授業３　11/24　
９、ＦWの事前指導 　12/１
　教師主導の授業と子ども中心の授業について説明し、どうすれば子どもが考える授業が実現できるかを検討する。
　次週に行われるFWについての概要を説明する。研究概要等の資料により事前学習を行い、観察の視点を定める。

10、11、ＦW　12/８
　京都御池中学校の授業を参観し、中学校の授業のあり方について学ぶ。

　受講生はHP上にアップしてある「ＦW振り返りシート」をFW当日中に書き上げること。フィールドノートは24時間以内にまとめることが望ましい。

12、ＦWの振り返り　12/15
グループに分かれ、FWの事前に検討した観察の視点を中心に、FWの振り返りを行う。「模擬授業」に向け、FWの学びを踏まえグループで検討する。
13、模擬授業４　１/５（12/22は金曜校時）
14、模擬授業５　１/12　　
15、演習のまとめ　１/19　
　教科のねらいや特徴を踏まえ、児童・生徒の学びを重視した授業改善について、総括討論を行う。自身や校内の授業改善の課題についてその改善案を作成する。

７．テキスト・参考書等
特になし。

８．自学自習についての情報
模擬授業を行う時には，教材研究，リハーサルが欠かせない。納得できるまでしっかり取り組んでおくこと。また，関連書籍を講読しておくこと。　
　フィールドワークの事前学習では、予定されている授業の展開について、自分の意見が言えるようにしておくこと。

９．授業の形式
実践事例の紹介を行うときは講義形式で、模擬授業やフィールドワークの振り返りの時は演習形式で行う。　

10．評価の方法（評価の配点比率と評価の要点）
　授業ごとのコメントカードや指導案（50％），模擬授業等（50％）によって総合的に評価する。
11．専門職基準との関係
A　授業のねらい、到達目標と合致する項目

　　２職務遂行能力　（３）指導力　②授業力

　　　→　授業改善の課題抽出、計画、模擬授業、省察、改善案の作成

B  授業の中で取り上げ、考えさせる機会がある項目

　　２職務遂行能力　（４）研究力と研究開発力　

　　　→　研究開発校へのフィールドワーク

　　C　授業で直接扱うことはないが、能力の育成につながると思われる項目
　　２協働、チームを通して問題や課題を処理・解決する能力

　　　　　→　模擬授業の準備、事後省察
12. その他

  模擬授業では、在籍院生を希望参加させ、授業作りを学ぶ機会としています。

